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	今週の概要
	❖定点把握感染症報告状況（定点当たり患者報告数の上位５疾患）❖
	❖県内概況❖
	RSウイルス感染症の報告数が増加しています。中和保健所管内の報告数が増加し、特に中和保健所管内西部地域では定点当たり報告数が5.83と急増しています。RSウイルスは、ほぼすべての子どもが2歳までに一度は感染するとされており、乳幼児早期（生後数週間～生後数ヶ月）や高齢者に感染すると重症化しやすいため、注意が必要です。一回の感染では免疫のでき方が弱いため繰り返し感染しますが、症状は年齢を追うごとに軽くなっていきます。年長児や成人は、軽い咳などの症状でも、乳児や高齢者との接触を避けましょう。また、感染経...
	❖風しんに関する注意喚起❖
	2018年32週までの風しんの累積報告数が139人となり、2016年および2017年の年間累積報告数を上回りました。特に千葉県と東京都を中心とした首都圏で風しん患者が急増しています。
	◆風しんに対する免疫が不十分な妊娠20週頃までの妊婦が風しんにかかると、眼や心臓、耳などに障がいをもつ先天性風しん症候群の赤ちゃんが生まれる可能性があります。
	◆妊娠中は風しんワクチンの接種は受けられません。妊娠を予定または希望する女性は、妊娠前に2回の風しん含有ワクチンを受けておきましょう。また、受けた後も 2か月間妊娠を避ける必要があります。妊婦と同居する家族や職場の同僚などの周囲の人も、免疫が十分でない人はワクチン接種を検討しましょう。
	【参考リンク】
	●風しんについて（厚生労働省）
	7Thttps://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/rubella/7T
	●風しん疫学情報（国立感染症研究所）
	https://www.niid.go.jp/niid/ja/diseases/ha/rubella.html
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